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私達は脳で
音を聴いている。

段は気に留めませんが自分が興味を持つ音

（例えば友人や家族の声など）が無意識に他

の音よりのハッキリ聞こえる経験は、誰にもあるはず

です。私達の「意識」には、鼓膜に届いた音波が無意

識に取捨選択され必要な部分だけが抽出されて届くか

らです。このように聴覚 ( 耳）は測定器のようにすべ

ての音を公平（フラット）にとらえているのではなく、

個性的かつ合理的な選り好みをしながら「聞く音」と

「聞かない音」をハッキリと区別しています。 

当然、百人の人がいれば「百の聴覚（聞こえ方）」は

一つとして同じ特性ではなく、また同一人物であって

も時間と共に耳の特性は刻一刻と変化しています。だ

から自分に聞こえる「音」が、同じように人に聞こえ

ているわけではありませんし、聴き比べを行うときに

も、同じ音が思いこみによりまったく違う音に聞こえ

ることがあります。 

例えばギターの弾き語りを聴いているとき「ギター」

の音だけを「抽出」して聞くことは、はそれほど難し

くありません。あるいは、「ボーカル」だけを集中し

て聞くこともできます。しかし、そうとう高度な音響

用コンピューターでなければ、リアルタイムに「ギ

ター」の音だけを取り出すことは不可能です。もちろ

ん、オーディオ機器の測定に使われるような「音響著

理プログラム（脳と同じ働き）」を搭載しない、測定

器でそのようなことはできません。多くのオーディオ

製品は「人間が聞こえる音とは異なるデーター」しか

抽出できない不完全な測定器のデーターで作られます

普

インシュレーターの使い方

金属とは思えない柔らかな響きを持つ純マグネシウムを、穏やかに響きを減衰す

るお饅頭形状に加工したインシュレーター。

木製品よりも高域のメリハリが強く、響きが透明で美しいという特徴を持ちます。

が、それでは良い音の製品を作れません。「人間が耳

で判断する」それが、音を良くする唯一の方法です。 

オーディオの再生音の混濁感を改善し、分解能や空間

の透明度、広がりなどを改善しようと試みるときには、

この「選り好み」あるいは「抽出」という、人間の聴

覚に与えられた生体システム（脳の働き）を考慮する

ことが大切です。「混濁」して聞こえるということは、

裏を返せば「特定の音だけを抽出しにくい状態」なの

で、「透明度を増す」ためには、「音を分離して聞き取

りにくい場面」を考え、それを改善すればよいのです。

でたらめに試行錯誤を繰り返し時間と金銭を浪費する

前に、「ギター」と「歌声」をいとも簡単に分離でき

る私達の優れた聴覚がどういう障害により「音を分離

できなくなってしまう」のか、その理由を見いだし対

処法を論理的に解明すれば、より早く良い音という

ゴールにたどり着けます。 

その方法を具体的に考えましょう。人がたくさんいる

「ホール」では、特定の人の話し声だけを聞き取りに

くいものです。ここに「大きなヒント」があります。「類

似する音は分離して聞き取ることが難しい」という点

と「響き（残響）が多い環境では音を分離しづらい」

という２点です。しかし、同様に残響の多いコンサー

トホールでも、腕のいい交響楽団の音は「透明に分離」

して聞こえています。それは高度な技術を駆使して「作

りだされた結果」であって、誰でもがそのように演奏

できるわけではありませんが、この「実演」とオーディ

オによる「再演」には、音響的に非常に密接した関係

があり、その関係を解明できれば「自室」を「コンサー

トホール」に変えることが可能となります。 

まず、「透明に分離したエコー」は一体どういうもの

なのか考えてみましょう。「オーケストラの生演奏」

を聴いているときにも、たくさんのバイオリンの音の

中から「特定の奏者の音だけ」を聞き分けることはと

ても難しいことです。しかし、たくさんの音の中から

でもトライアングルの音はハッキリ聞こえます。「異

質の音」は「分離して聞こえる」からです。つまり同

種・同質の音の重なりは分離しづらくエコーを濁らせ

るのです。では、私達は一体どのような音を「同質」

だと感じ、どのような場合に「異質」だと感じている

のでしょう。

人間が音をとらえるメカニズムを少し分析してみま

しょう。私達の耳には「有毛細胞」と呼ばれる毛の生

えた組織があり、鼓膜を振動させた音波は「特定の有

毛細胞の毛」を共鳴させるように振動させます。つま

り、私達の耳は「色々な周波数に対応した音叉」の集

合体のようなものなのです。たくさんの音が耳に入っ

たとき、音は瞬時に周波数別の振動エネルギーの分布

に分解され、この周波数別の振動エネルギーの「分布

の状態（パターン）」が類似している音を、私達は「音

色がにている」と感じ、そうでないなら「異質な音」

と感じているのです。皮膚感覚にたとえるなら、腕の

皮膚に２本の指を１Ｃｍ程度離して軽く叩いても１本

の指の刺激と区別できず「二つの刺激」として感じ取

れないのに、指の間隔を２０Ｃｍ程度離して同じ刺激

Metal Bubble SeriesAIRBOW

METAL-BUBBLE/M￥4,000（税込）

METAL-BUBBLE/L  ￥6,000（税込）

販売価格
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を与えれば、明らかに「二つの刺激」として感じられ

ます。しかし、指の間隔が非常に近くても叩くタイミ

ングが違えば（刺激に時間差があれば）「二つの刺激」

として感じられます。同じことが耳の中で起こってい

ると考えれば分かりやすいと思います。つまり、音が

一斉に耳に入った場合、周波数が近く音量も同じくら

いの音波は分離しづらく、周波数が離れているか音量

が違えば分離しやすいのです。もしくは、近い周波数

や同じ音量でも「適度な時間差」があれば分離して聞

くことができるはずです。

私達が音を聞いているとき、その刺激は連続的に脳に

届くのではありません。ある一定の時間を置いて、私

達は音をサンプリングしながら聞いています。耳に届

いた音は、脳の中で「刺激（音）のパターン」として

判断されます。この「音のパータン」の違いに注目し

ながら人間は、素早く音を分析しているのです。同じ

声でも「周波数分布のパターン」の異なる「男性」・「女

性」・「子供」の声を難なく区別できるのは、この「パ

ターン認識」に優れた脳の力のお陰です。実際のコン

サートで、多くの伴奏にコンサートマスター（指揮者

のすぐとなりにいるバイオニスト）の「バイオリンの

音」が混ざらず聞きとれるのは、コンサートマスター

がバイオリンの音の輪郭を強め、伴奏とは異なる「パ

ターン（倍音構造）」で音を出しているからです。

本題のオーディオの音質改善に話を進めます。響きを

分離しづらくする原因は、「同種の音＝類似のパター

ンを持つ音」だということが分かりました。つまり、

機器内部やリスニングルームで音が反射したり、遅延

して生じる「再生された音と近似する音響パターンを

持つ響き」が音を濁らせる最も大きな原因だったので

す。この再生音から生じるエコーによる音質劣化を「エ

コー歪み」と名付けましょう。エコー歪みはカラオケ

でエコーをかけすぎると言葉がまったく判別できなく

なると同じですが、オーディオ機器の内部やリスニン

グルームでは、測定器では測れないほどの微少レベル

の「エコー歪み」の発生が音を濁らせているのです。

そこでオーディオ機器から音の出るプロセスを振り返

りながら、今回は「エコー歪み」を低減するための「効

果的なインシュレーター」の選び方と使い方を考えま

す。

「エコー歪み」は、オーディオ機器のあらゆる接触点

で発生しています。例えば、スピーカーや機器を支え

る脚、筐体に部品を固定しているネジなどの金属接触

部分では、「音響振動の遅延」や「共振」、「接触面の鳴き」

による「エコー歪み」が発生しています。この歪みの

発生原因は「接触面での振動ノイズ」が主因であると

考えられるので、接触面での「振動ノイズ」を何らか

の方法で抑制することが出来れば、音質の透明度は大

きく向上するはずです。ただし、振動を抑制するといっ

ても「振動面に柔らかい材質」のゴムなどを使えば、「物

理的な振動発生の基点となる物理的なアース（振動の

節）」がグニャグニャと不安定になるため、「音の芯」

がなくなったり、もやもやとぼやけた音になってしま

います。

オーディオ機器の「インシュレーター」に求められる

特性をいくつか挙げましょう。

1. 機器の重量をしっかりと受け止め、機器を固定する

（物理的アースを確立する）。

2. インシュレーターが、不快な固有の響きを持たない。

3. インシュレーターが機器の振動を受け止めるとき適

切な減衰を行い、機器に有害な振動を発生させない。

この考えに基づいて、逸品館ではオリジナルブランド

AIRBOWで理想的なインシュレーターを設計しまし

た。

1. 強度と響きの良さを兼ね備える、「黒檀」、「マグネ

シウム」、「真鍮（エコブラス）」を素材に採用。

2. トライアンドエラーで「響きの良い形状」を決定。

3. 表面の加工方法を検討し、様々な仕上げを採用。

実際に製品として販売しているいくつかの製品の詳細

を写真と一緒に掲載しておりますのでご覧ください。

Metal Base Series AIRBOW

真鍮よりも強度が高く、響きの癖が少ないエコブラス（非鉛真鍮）を素材に使

用し、Metal Bubble と類似のお饅頭型フォルムの頂点にスパイクが刺さる程度

の穴を穿った、スパイクベース。音に癖を付ける原因となるメッキをせず、表

面に特殊な縞模様を彫り込むことでスパイクベース自体の固有の響きの発生も

抑制しています。従来の凹型のスパイクベースとは比べものにならないほど響

きが美しく、驚くほど大きな効果があります。少しでも多くのお客様にお使い

いただきたいため価格を安くしましたが、音質は抜群です。

1 個￥1,700（税込）　3個￥5,000（税込）　4個￥6,5000（税込）

Metal-Base　販売価格

に効果的なインシュレーターの使い方を考え

ましょう。例えば机を指先でこつこつと叩い

てみて下さい。引き締まった硬い音がする場所（打点）

と、ぼこぼこと濁った響きがする場所（打点）がある

ことに気づきます。振動形（固体）に振動を与える場

合（叩く場合）、打点が振動モーメントの中心に当た

ると素材自体の音はあまりせず、コツンと堅い音がし

て響きは比較的短時間に消えます。そのポイントは、

振動エネルギーが「均一」に広がる位置です。このよ

うに振動エネルギーが周りに素早く広がる位置を打撃

すると、周りの素材が一瞬で振動しようとするため、

次 打撃のエネルギーが一瞬で拡散され吸収されるので素

材はあまり響きません。この振動が収束しやすいポイ

ントを「振動の節」と呼ぶことにしましょう。これに

対して打撃を与えると、素材がもっと激しく振動する

位置を「振動の腹」と呼びます。

この「節」と「腹」をもっと簡単に説明しましょう。

ギターの弦のように適度な張力で張られた紐を指で弾

くと、ビーンと連続した音が出ます。この時、弦は縄

跳びの綱のように両端が固定され中央部が一番激しく

振動しています。固定された両端が「振動の節」で、

紐の中央が「振動の腹」です。それぞれを弾いた場合、

節では振動が広がらず小さな音しか出ませんが、腹で

は弦（紐）が大きく振動し、振動も長く続きます。

これが「振動の節」と「振動の腹」です。振動の節は、

あらゆる物に存在します。オーディオ機器の脚や底板、

スピーカーの底板やキャビネットを構成するパネルな

ど、あらゆる振動する素材には振動の節と腹が存在し

ます。また弦のような直線ではなく、二次元的広がり

を持つ平面には、同時に複数の節と腹が存在します。

インシュレーターを使うときには、この節と腹を見極

めることが大切です。
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が、入力された正弦波に重なり、固有の音色が生み出

されていたのです。人間はこの「音色」にとても敏感

です。

音色をわかりやすく説明するために、たとえ話をしま

しょう。２人の女性がいて、その一人と会話をしてい

ると考えてください。会話している女性の声が「甲高

い音色」を持っているとします。もし周囲に同じ「同

じ甲高い声の女性」がいる場合と、全く異なる「ハス

キーな声の女性」がいた場合、どちらが会話し易いで

しょう？間違いなく後者です。声の音色が異なると、

音量に関わらず容易に分離して聞き取れるからです。

音の分離を良くするためには周波数特性をフラットに

するよりも、「音色の違い」を考慮することが大切です。

450×500 ㎜の薄い特殊なフェルト。壁に貼り付けて大きな吸音効果を発揮。  

天然素材では「羊毛」が使えます。特にムートンは｢悪い音」を吸収し「艶のある音」

を反射しますので、スピーカーの前に敷くだけでスピーカーの音が抜群に良くな

ります。

ミスティックホワイトKRIPTON

ミスティックホワイト  2 枚入り ￥6,600（税込）

響きを消すのではなく整える

ームチューンの目的は、「部屋の響きを整え

ること」だと最初に説明しました。当初、私

は「良い響き」と「悪い響き」の区別がなく、響きは

すべて悪いものとして取り去るべきだと考え｢失敗」

したのです。しかし、経験を積む間に「良い響き」が

あることに気付きました。さらに最近では「悪い響き」

を「良い響き」に変換する方法も発見しました。｢響き

を消す」のではなく「響きを生かす」これが、ルーム

チューンの重要な考え方です。

ル

悪い「響き」

色について理解を深めるために、コーラス

のハーモニーを例にあげて考えましょう。

女性だけあるいは男性だけのコーラスは「統一感のあ

る音色」が心地よく聞こえますが、複雑な感じはしま

せん。男女混声になると「ハーモニーの複雑さと厚み」

が増します。デュエットでも男女と女性二人では、全

く違ったイメージに感じられます。同性二人でも声質

が違う場合と、姉弟や一卵性双生児など声質が非常に

似通った二人が歌っている場合では、ハーモニーの印

象がまるで異なります。もっと極端な例を挙げましょ

う。大人のコーラス隊に、一人の「子供」が入ったら

どうでしょう？子供の声が凄く気になります。このよ

うに音色には「異質」・「同質」という概念が強く存在し、

  音

そして私たちは「その音質の違い」に非常に敏感なの

です。

反射パネルを選ぶときには、この「質感」に注目しな

ければなりません。私たちは「反射する物質の音質」

を聞き分けることができるからです。段ボール箱の表

面を叩くと「ボコボコ」という低級な音がしますが、

これは「悪い音色をもつ材質」の代表です。強度が低

い物体は、音が当たったときに音波に共鳴し、「素材

の音」を盛大に発生します。その「共振」は、音楽と

共に発生します。言い換えれば「段ボールのハーモ

ニー」がコーラス隊に加わったようなものです。それ

では、済みきった美しい音色で音楽を楽しめません。

薄いベニヤ板やフスマも同じです。叩いたときに不明

瞭な濁った音がするものを「反射パネル」に使っては

なりません。また、部屋の中にそのような「悪い音色」

の反射物（薄い戸フスマ、フスマ、ベニヤの壁や天井

など）が設置されている場合には、交換するかあるい

は「表面の反射を低減する」措置が必要です。

では、これらの材質を「吸音」に使った場合はどうで

しょうか？答えは同じです。どんなに高性能な吸音材

でも「100％の吸音」は実現できません。吸音しきれ

ない「数％～十数％」は反射します。その時のごく僅

かな「反射音」でさえ、それが「悪い音色」を持って

いれば、リスニングルームの響きを大きく損ねます。

良い「響き」

い響きがあれば、良い響きもあります。

では、良い音色とはどのようなものでしょ

う？一つは「耳に心地よい質感」を持つことです。吸

音するときにもる響きの良い材質を選ぶと、響きの良

い吸音材を作れます。良い響きを持つ材質とは「楽器

との響きの違和感が少ない響き」あるいは「人間が心

地よいと感じる響き」です。

スピーカーの中央にＴＶを設置している場合、その「画

面からの反射」は、非常に有害であるといわれてきま

した。これは「表面が湾曲したブラウン管」を使って

いるときは正しかったのですが、平面パネルの画面が

主流になった今では、間違っていると言えます。

ブラウン管 TV は空洞のガラスです。画面を叩けば、

悪

ガラスが響く音が発生します。この響きが｢悪い音」

なのです。さらに表面が「曲面」で形成されるのも良

くありません。中高音は光のように反射します。曲面

に光を当てると、どの位置から見ても「一点（あるい

は一線）」だけが強く輝きます。音も同じように曲面

で反射すると「特定の強い響き」を生じます。先ほど

のコーラスに例えるなら、大人の中に混ざった子供の

声のように曲面からの反射は、非常に耳障りです。こ

れに対して「平面」は一方向へ強い反射を起こします。

しかし、反射の方向性が明確なため「反射体を動かす」

ことで反射をコントロールできます。反射物の形状に

ついての話をまとめます。反射物の形状が「曲面」の

場合は反射のコントロールによる悪影響の低減は期待

できませんが、形状が「平面」の場合ならその反射を

コントロールし、悪影響を低減することができます。

同様の考えで部屋の壁や天井が平面の場合には、ス

ピーカーの角度や位置を変えることで同様の悪影響の

低減効果が期待できます。Sonus faberなど一部のトー

ルボーイ型スピーカーに角度の付いたバッフルが採用

されていますが、壁や天井からの不要な反射を低減す

るためには効果的な方法です。

スピーカーの中央に平面ＴＶが設置されている場合、

スピーカーと TV 画面の距離と角度を調整することで

その悪影響を大きく低減できるばかりか「音の良い反

射体」として利用することも可能です。

良いルームチューンパネルの「選び方」に話を進めま

す。

1，良い音色を持つパネルは「心地よい音を反射」す

るものや、「耳に不愉快でない反射」を発生するもの

です。前者は「反射パネル」として有効で、後者は「吸

音パネル」に使うと効果があります。

2，心地よい反射の第一条件は「変な共鳴をしない」

ことです。最適な材質は、「厚みのある材質」でなお

かつ「コンサートホールに使われるような良い響きを

持つ材質」です。その条件を満たすもので入手及び販

売が容易なものは「木材」です。響きの良い木材から

作られた「サーロジック　ＬＶパネル」は、良質な反

射パネルの代表です。この反射パネルは、サイズの違

う角材が組み合わされていますが、それをコーラスに

販売価格
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例えるなら「腕の良い複数のボーカル」がハーモニー

に加わる感覚です。適切に使うことで響きの複雑さと

厚みが増し、スピーカーの音を生き生きさせます。

3，吸音パネルで重要なポイントも、反射が大きいか？

小さいか？ではありません。反射パネルと同じに「反

射する音が悪い音色ではない」ということが最も重要

です。段ボールや卵ケースを代替吸音材として使う安

上がりのルームチューンが知られていますが、これは

良くありません。それは、それらを軽く叩いてみれば

分かりますが、濁った鈍い音がするはずです。コーラ

スにそんな濁った声のボーカルが混ざったら？想像で

きるはずです。逸品館がお薦めする「吸音材」は、

KRIPTON が発売している「ミスティックホワイト」で

す。この不織布は非常に細い繊維が組み合わされてお

り、音響エネルギーを「繊維の滑り摩擦」に変換して

効率的に吸収します。ミスティックホワイトは、擦り

高音と低音は、

違う考え方で対処する。

ームチューンは「部屋の響きを整えること」

だと説明しました。しかし、これまでに説明

したのは主に反射する「中高音」だけに当てはまるお

話です。私が中高音と呼んでいるのは、だいたい５０

０Ｈｚ以上の音波です。これらの周波数の音波は、ほ

ぼ光と同じように物体から「反射」するとイメージし

て下さい。鏡で光が反射するのとおなじように中高音

は、対象物で反射するとイメージして考えるととルー

ムチューンに役立つはずです。

低音、つまり２００Ｈｚよりも低い「音波」は、反射

しません。プールに波を起こし、その波を板で遮ぎる

ル

合わせたときの音はほとんど聞こえません。「悪い音」

を発生せずに音響エネルギーを吸収できるのです。

と波は板に沿って背後に回り込みます。低音も同じよ

うに反射せず、ものに沿って流れます。この「ものに

沿って流れる」という波の動きを回折と呼びます。

パネルを設置した場合、「中高音」は「反射」し、「低音」

は「回折（回り込む）」とイメージするのが重要なポ

イントです。

例えば、スピーカーとリスナーの間に吸音材を配置し

たとします。中高音は吸音材で遮られて、リスナーに

届かなくなります。しかし、低音は吸音材を回り込ん

でリスナーに届きます。中高音のエネルギーが減少し、

低音のエネルギーは変化しないので、音のバランスは

低音よりに元気のない音になります。スピーカーの背

後に反射パネルを置いた場合には、中高音のみが反射

して届くので、明るいハッキリとした音になります。

大体こんなイメージです。

ルームチューンの要領

平行面とコーナー部分への対策

ームチューンには様々な方法がありますが、

簡単なのは「定在波（フラッターエコー）」

と呼ばれる「悪い反射」を取り除くことです。

フラッターエコーとは、壁と壁、天井と床など「平行

ル

する平面」の間で音が繰り返し反射して生じます。ご

家庭では廊下や家具の少ない部屋の中央付近で、手を

叩くと｢フラッタエコー」の発生が確認できます。「パ

～～ン」という済んだエコーが聞こえる場合は、響き

を消す必要はありません。しかし、「ビ～～ン」とい

う濁ったエコーや「耳がキンキンする」様な圧迫感が

生じている場合には、エコーを消す対策が必要です。

また天井と壁が交わる「コーナー部分」も音が複雑に

反射し、音を悪くする原因となっています。スピーカー

の音が「上方向や天井の隅方向に広がらない」と感じ

られる場合、あるいは天井から圧迫感を感じる場合に

は、フラッタエコーやコーナーへの対策が必要です。

平行する二面間やコーナー部

では、悪い反射が起きる。爆

弾マークの位置で、音の濁り

が生じやすい。

天井と床の吸音

図爆弾マークの位置で生じている「音の濁り」

を低減する方法をいくつかご紹介します。

上下方向への音の広がりと中央部分の音の透明度を改

善するには、スピーカーの直前の床②にムートンなど

毛足の長い吸音効果の高い敷物を敷くと高い効果が得

上

天井のコーナー部分には、直径 20mm前後・厚さ 3～ 5mm程度の丸いフェルトを放射状に張り付け

ると大きな効果があります。フェルトとフェルトの距離は 15cm～ 20cm 程度が最適で、それよりも

細かい間隔で多く張りすぎると、効果がなくなりますので注意してください。この丸いフェルトは、

コーナンなどのホームセンターで入手可能です。※逸品館では販売していません。

天井のコーナー部分

られます。

リスニングルーム全体への音の広がりと定位（立体）

感を大きく改善するには、スピーカー背後の天井①に

吸音材を設置します。スピーカー後方への音場の広が

りが大きく改善し、奥行き感が出ます。

①に使用する吸音材は、サーロジックのスカラホール

などが便利です。
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吸音パネルを使って
フラッターエコーを取り除く

行な壁の間あるいは天井と床の間で発生する

「フラッターエコー」は、問題となる平面の両

方、あるいはどちらか一方に「吸音材」を配置するこ

とで抑えられます。

音場の左右への広がりと中央定位を向上させるために

は、パネルを右上図①に設置します。部屋の幅が 2ｍ

以内なら吸音パネル、2.5ｍ以上なら反射パネルを使

うと良いでしょう。パネルは壁と並行にせず、角度を

付けて設置します。壁とパネルの角度を調整すること

で、左右への音の広がりの大きさと中央定位の密度が

変わります。

音場の前後方向、特にスピーカー背後への音の広がり

を向上させるためには、右下図②の位置にパネルを配

平

置します。壁からの反射が大きいときには吸音パネル、

スピーカーの後ろをカーテンなどで吸音している場合

には、反射パネルをお使い下さい。この場合もパネル

は壁と並行にせず、角度を付けて設置します。パネル

の角度を調整することで、左右への音の広がりの大き

さと中央部分の奥行きが変わります。

リスナー背後への音の広がりを向上させるためには、

右上図③にパネルを設置します。この場合、パネルは

壁と並行にしてください。

スピーカーの中央部分に TV やオーディオラックなど

がない場合には、右下図①にパネルを設置します。

リアスピーカーを設置している場合や、部屋が狭く反

射音が過大に感じられる場合には、右図②③に吸音も

しくは反射パネルを配置します。いずれの場合にも、

部屋のサイズよりも音の広がりを大きくできます。

スカラホールと LVパネルサーロジック

850×1250 ㎜のカーテン生地を使った吸音材。天井が平面で反射性（板貼りなど）

のとき、天井と床の間で発生するフラッターエコーを止める効果があり、音の解

像度が向上します。吸音体ですから少量をピンポイントで使って下さい。ライブ

感を損なわずに解像度をアップします。

LV パネルは厚さ 70 ㎜ / 幅 455mm の松コンパネ＋粗毛フェルト＋松材

リブによる松材 100% で構成した音場チューニングパネルで、リブ構造

の凸凹面を表側にして使用します。低音吸収、中音収束、高音乱反射を

同時に達成し、小規模なオーディオルームの問題点を一気に解消します。

スカラホール  1 枚入り ￥16,000（税込）販売価格

LVパネル  1 枚 ￥12,300 ～（税込）販売価格

逸品館グループのショッピングホームページ逸品館グ プ シ ピングホ ムペ ジ

逸品館のメインサイト！
逸品館ドットコム！
TOP ページを見れば、 最新
の製品情報から取り扱い開

始、 3 号館イベントまで、 なんでも分かるポータ
ルサイトです！
ショッピングページの販売価格は現金特価！！
「￥お返事します」 は最安値かも !? 安すぎて表示
できません。 お気軽にお問い合わせ下さい !

クレジットでお買い物したいお客様向けの e. 逸品
館 .com ！
さくっとスピーディーにお買い物ができます !
逸品館のメインサイトと取り扱い商品 ・ 価格が違う
場合がございます。
現金決済であくまで最安値！をお求めのお客様は、
逸品館ドットコムからお問い合わせ下さい！



反射面をリスナーに向けた

場合、スピーカーから出た

音は、パネルに当たって点

線矢印の経路で反射してリ

スナーに戻る。左右への広

がりが大きくなるが、中央

の密度は薄くなる。吸音面

をリスナーに向けた場合、

反射音の量が少なくなって効果が小さくなるが、変化の傾向は同じ。

16

ルームチューニングを行うパネルには「反射」

と「吸音」の２種類が必要です。KRIPTON の

AP-R100/50 は、一枚のパネルの両面を「吸音」

と「反射」の特性を持たせた便利なパネルです。

AP-R100   ￥59,800（税込）
AP-R50　 ￥29,800（税込）

販売価格

KRIPTON　AP-R100 音質テスト

パネルを設置しない場合、３

号館ではどのスピーカーが

鳴っているのか分からないほ

ど自然な定位が得られてい

る。中央の Zingali（大型ホー

ンスピーカー）の後ろにサー

ロジックＬＶパネルを設置し

ているのが非常に効果的で、

スピーカーの中央の幅を広く設置しているにもかかわらず、中央部分の定位が

薄くならない。

通常の家庭における平均的

なスピーカーの設置例。音

はスピーカーの正面に向

かって広がるため、リスニ

ングポジションでは「中央

部」の音の密度が薄くなり、

ボーカルが中央にしっかり

定位しない。バックの楽器

の音（伴奏）の定位も散漫で、音場の立体感にも乏しい。

中央部への奥行きと左右への

広がりが増す。

ボーカルの中央定位も向上す

るが、元々がかなり良好なた

め変化の量としては驚くほど

ではない。

パネルの反射音は、ＬＶパネ

ルよりも柔らかくしっとりと

している。

中央部の定位が向上すると

共に左右への広がりも拡大

する。リスナー前方の音の

濁りが消え音場の透明感が

大きく向上する。

ボーカルが目の前で歌って

いるように高い密度で定位

し、実在感が増す。

反射面を手前に向けて大きく広げて設置
軽いパネルなのでスピーカーの間にＴＶやラックを設置していても、その都度移動して設置が可能。
効果は絶大！

吸音面を手前に向けて設置した場合

反射面を手前にしているとき

と同じ傾向になるが、中央部

で音が吸収されるため定位が

甘くなる。

中央部への奥行きは増大す

る。
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反射面を手前にしているとき

と同じ傾向になるが、中央部

で定位はパネルがないときよ

りも向上する。

中央部への奥行きは、わずか

に増大する。

反射面をリスナーに向けた

場合、スピーカーから出た

音は、パネルに当たって点

線矢印の経路で直接リス

ナーに戻る。スピーカーの

中央にボーカルが実在感の

ある濃い密度で定位するが、

交響曲では音が前に出すぎ

ることがある。そのような場合、吸音面をリスナーに向けると反射音の量が少

なくなって中央定位とスピーカー中央奥への広がりが両立する。

吸音面を手前に向けた場合

パネルの角度をさらに狭くする

吸音面を手前に向けた場合

反射面でスピーカーの音がリスナー方向に反射する角度で設置

中央部への奥行きは若干減

少するが、ボーカル定位の

密度が向上し目の前に歌手

が立っている感じが出てく

る。中央の音の密度が濃く

なり、左右の音の密度は若

干低くなるが、両側から体

が包み込むように音が広が

るようになる。音の広がりはさらに自然で大きくなり、あたかも目の前にステー

ジが出現したかのような自然な立体感が実現する。

中央部の定位が格段に向上

する。左右への音の広がり

も拡大する。

広い角度で設置したときと

効果の出方は変わらないが、

パネルの角度を狭くするこ

とでボーカルが一歩前に出

て、伴奏がその後ろに展開

するようになる。パネルがないときとは、比べものにならないほどの立体感と

中央部の定位感の向上が実現する。

パネルからの反射がリス

ナーに返らず、左右の壁方

向に反射されるため音場が

横長になる。中央部への奥

行きは深くなるが、ボーカ

ル定位の密度は薄くなり、

全体的に希薄で寂しい音に

なってしまった。

パネルの角度を狭角にしす

ぎると中央部の定位が散漫

になる。左右への広がりは

大きくなるが、パネルを設

置しないときの音場に近く

なり、あまり面白くない。

パネルをあまり狭角にする

のは、逆効果になる。

左右の音が中央部で遮られ、

反対側へと行かなくなるた

めに左右への拡がりが非常

に大きく感じられるように

なる。

音の濁りも激減するが、や

はり音は少し希薄になる。

左右の壁からの反射が大き

すぎる場合にお薦めの設置方法だ。

スピーカーから出た音は、

パネルに当たって点線矢印

の経路で反射しリスナーに

はほとんど戻らない。

スピーカーの中央定位は薄

くなり、音像が左右に広がっ

て散漫になるが、中央奥行

き方向への音の濁りや圧迫

感は解消する。
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反射面でスピーカーの音がリスナー方向に反射する角度で設置

ＴＶを設置している場合は、

上記の方法でパネルをその

都度動かしてくるのが効果

が大きく、パネルも一枚で

済むためお薦めの方法だが、

パネルを常設する場合には、

まずスピーカーからでる音

がスピーカー背後とＴＶ

（ラック）で反射しないような図の位置に設置するのがよい。

この場合、吸音面をスピーカー側にするのとスピーカーとＴＶ（ラック）を遮

る位置のパネルを左図のように角度を付けておくのが重要なポイントになる。

ただし、反射／吸音面の使い分けは、部屋の状況によっては逆の場合が良いこ

ともあるので試して欲しい。

この方法で中央方向への奥行きと、定位感が大きく向上する。

左右方向への音の広がりと、

前後方向への音の広がりを

改善するためには、スピー

カーの左右外側にパネルを

設置するのがよい。

図では、吸音面が内側になっ

ているがこれは部屋が狭い

場合に効果的な置き方で、

部屋が広い（左右の壁の何画が 2.5ｍ以上）ある場合は、反射面を内側にする

方が良いと思われるが、試して決めることが重要だ。パネルの角度を変えると

左右への音の広がりが変わるので、リスナーを中心にもしくはリスナーの前方

に音場が「球状」に広がるようにパネルの位置を調整する。位置が良くないと

音場は、前後に広がらず、左右に大きな楕円形になってしまう。パネルの位置

を変えても状況が改善しない場合は、TVの前に吸音材（ムートン）を敷く。

贅を尽くした理想的なパネルの配置（３号館メイン試聴室）

贅を尽くした理想的なパネルの配置（３号館メイン試聴室）

ルームチューンを不要にする！先進の音響パワーデジタルイコライザー 
この製品の詳細はクロックジェネレーター＆

イコライザーのページに掲載しております。

中央部に TVやラックがない

場合には、左右のパネルを「吸

音」中央のパネルを「反射」

にして３枚使用すると大きな

効果と球状の理想的な音場が

得られる。

パネルを AP-R50 からサーロ

ジックの LV パネルに変える

と、音の力強さや明瞭度が増加する。部屋が広い（10 畳以上）場合には、LV

パネルが効果が高くお薦め。

AP-R100/50 はしっとりとした落ち着いた音で、LV パネルは、明快で気持ちよ

い音が得られる。使い勝手は、軽さ、設置性、調整のやりやすさで

AP-R100/50 が LV パネルをリードするが、音の良さでは LVパネルは他メーカー

の追従を許さない。

黄色いのが「LV パネル（反

射）」で黒いのが「AP-R100

（吸音）」を使用する。反射

パネルと吸音パネルを交互

に配置することで、音の広

がりと豊かな響き、明瞭度、

パワー感が完全に両立し、

コンサートホールとほぼ同

じ音響がリスニングルームで実現する。

中央パネルの位置で楽器を演奏すると、楽器の音が素晴らしく良く響き演奏が

し易いことから、このパネルの設置の素晴らしさがよくわかる。

響きがさらに欲しい場合には、緑の位置に LV パネルを追加すると良い。コス

トはかかるが、絶対に納得できる素晴らしい音響のリスニングルームが実現す

る。それでも、専用ルームを作るよりは遥かに安上がりだ。

スピーカーを少し左右に広

げて設置し、中央部にパネ

ルを壁面に垂直に配置する

ことで、音の広がりと豊か

な響き、明瞭度、パワー感

が完全に両立し、中央の

B&W 802Diamond、TAD E-1

の音質が大幅に向上しまし

た。左右のスピーカーの音が中央でぶつからず、パネルによって左右に反射さ

れ、さらにパネルの反射が左右の壁から反射してリスナーに戻ることで左右の

広がり感が向上したためです。

中央の垂直配置のパネルは、

反射面を内側にする方が音

の濁りが少なくなりました。

また、TAD E-1 と PMC BB-5

の間にある小さな吸音パネ

ルを写真の位置から 10cm

前にすると、音が前に出て、

10cm 後にすると低音が部

屋いっぱいに広がります。小さなパネルですが、低音を遮って部屋全体への低

音の回り込みをコントロールし、非常に大きな効果があります。3 号館ではこ

のパネルの移動で各スピーカーの理想的な "鳴り " を出しています。

APEQ-2PRO    ￥210,000（税込）
販売価格


